
Ⅰ．はじめに

　建設発生土を高分子吸収剤で粒状化処理した改良土に

は，飛来種子に由来する雑草が生えにくいことから，樹

林地等で雑草の発生を抑えるための覆土材などとして活

用するために，その効果の実証試験を行っている。

　ここでは，１９９８年秋から行っているクスノキ低木林へ

の覆土試験の１年目の状況について，樹林地への覆土の

雑草発生抑制効果と，覆土が樹木の生育に及ぼす影響と

いう観点から報告する。

Ⅱ．試験地の概要と調査方法

　試験は福岡県篠栗町の九州大学演習林内の試験地内に

ある，マサ土地盤に植栽されたクスノキ低木林で実施し

ている。これは１９９４年４月に６０本のクスノキが植栽され

た１０×１０ｍの林分で，１９９８年１１月に除草を兼ねて表面５

cm程度をすき取り，２×２ｍの方形区２５個を設定して，

３種の土壌（赤マサ，白マサ，改良土）による１０cm覆

土区を機械的に配置した。樹木はランダムに分布してい

たので１区画当たりの本数は不定であるが，赤マサ土区

が８区画で１４本，改良土区が８区画で２２本，白マサ土区

が９区画で２４本のクスノキが含まれる結果となった。

　２５個の方形区の内１６個は，１９９９年６月に一般管理作業

としての除草作業を行ったが，残りの９区画は林床植生

の変化を継続的に観察するために放置した。覆土後１年

目の１９９９年１１月に，その９区画に１×１ｍの調査区を設

けて草本の種構成を調査した。

　また，１９９９年１１月，１６区画の全てのクスノキについて，

胸高直径，根元直径，樹高を測定し，併せて樹冠４方向

各３葉でミノルタ葉緑素計による SPAD値を記録した。

Ⅲ．調査結果

　（１）覆土後１年目の林床植生の状況

　覆土後１年目の９区画での出現種および被度を示した

（図－１）。改良土覆土区では他の区画と比較して出現種

数が少なく，被度も小さい。改良土でみられた草本の内，

スギナ，ヨモギ，セイタカアワダチソウは元の地盤から

突き抜けてきたもので，メヒシバは隣接区画からラン

ナーで拡がったものである。マサ土覆土区では，改良土

覆土区でみられた種群の他に，ハハコグサ，ウラジロチ
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図－１　区画ごとの出現種と被度　〔　〕は全被度
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チコグサ，メドハギ，ヤハズソウ，ツルマメ，カラスノ

エンドウ等，種子から繁殖したと思われるものが多くみ

られた。

　また，改良土覆土区とその他の区画とで共通にみられ

る，ヨモギ，セイタカアワダチソウなどは，改良土覆土

区では周囲に空間の余裕があってもマサ土覆土区より優

勢に繁茂するといった現象はみられなかった。

　（２）年間の成長率の比較

　成長の指標として胸高断面積，根元断面積および樹高

を用い，覆土時に計測した値と比較して個体ごとに成長

率を算出し，さらに区画ごとの平均成長率を図示した

（図－２）。南側を中心に周辺部で成長率がやや高い傾向

があるが，区画の配置上，覆土の種類ごとに平均して評

価することができると思われた。各指標について覆土の

種類ごとに成長率をみたところ，数字の上からはどの項

目においても改良土覆土区での成長率が最も高く，少な

くとも改良土による覆土が他と比べて不利になるとはい

えない（図－３）。

　改良土の成長が最も良かった原因を探すとすれば，改

良土の覆土によって草の侵入が少なく養分の競合が小さ

かったこと，改良土からわずかながら窒素分が供給され

ているのではないかと思われること，改良土の通気性が

良いため細根部への酸素供給阻害が小さかったことなど

があげられるだろう。

　（３）葉緑素量を指標とした活力度の比較

　ミノルタ葉緑素計で測定した SPAD値を，覆土の種

類ごとに平均したところ，これも改良土覆土区で最も高

い値となり，この面からも，改良土による覆土が他と比

較して樹木に阻害があったとはいえないことがわかる

（図－４）。

Ⅳ．おわりに

　試験に用いた改良土は透水性が高く，晴天が続くと地

表下数 cmが非常に乾燥することから，侵入した草本類

の種子が定着しにくいものと思われ，樹林地の地表を改

良土で覆土することにより雑草の発生を抑え得る可能性

がある（1）。その覆土が樹木の成長を阻害するようで

は実用的でないが，クスノキ低木林で行った今回の試験

で，樹林地への覆土は少なくとも覆土後１年間は樹木の

生育にマイナスの影響を及ぼさないことが確かめられた。

雑草の発生を抑えるための覆土材としての利用が期待で

きる。
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図－２　区画ごとの年間成長率
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